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e
手
季
q
）
α
コ
ぞ
コ

9
取
畳
濠
メ
ー
▽
q
砦
鉢
鼠
［
　
、
駈

謬
隼
（
メ
ベ
4
益
／
翠
十
）
　
鷺
潮

ー
ン
エ
ニ
一
＝
・
・
差
コ
4
引
0
（
斡
協

加
日
十
）
メ
ベ
6
q
G
季
墨
、
（
メ

バ
4
益
4
Ψ
珀
日
十
）
讐
皿
マ
皐
黛

「
漸
⑦
華
￥
」
判
4
1
壬
×
⑦
晶

　
　
　
　
　
燦
・
6
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市
G
民
晶
革
告

qレ網■一4■b騨

　
税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
や
私
達
の
健

康
や
生
活
を
守
る
社
会
保
障
な
ど
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
計
算
の
基
と

な
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
も
な
り
ま
す
o

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
の

「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」
は
、
二
月

中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
三
月
十
五
日
ま
で

に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
嘱
託
員
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
ご
不
明
の
点

は
、
申
告
相
談
会
場
へ
お
い
で
く
だ

き
る
か
税
務
課
（
含
七
ー
一
三
一
一

番
、
有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
会
場
を
設
置

　
こ
れ
ま
で
は
、
嘱
託
員
会
議
で
書

き
方
等
の
説
明
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
と
し
か
ら
、
つ
ぎ
の
日
程
で

申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
．
書
き
方

等
ご
不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り

の
会
場
で
相
談
の
上
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

市
・
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表
弓

月
　
　
日

　
　
　

時
　
問
ユ

　
　
　
　
　

場
　
　
　
所

　
　
　
L

…
2
月
冒

皿
～

午
前
9
晩

2
月
28
日

至
白
曙
除
≦
　
　
　
～

3
月
1
2
日
　
　
　
　
　
　
市
　
　
役

　
～
　
午
後
4
時

3
月
1
4
日

所

　
　
　
午
前
9
時

3
月
1
5
日

　
　
　
～
正
午

た

月
　
　
日

時
　
　
閏

場
　
　
　
所

3
月
3
日

　
I
l

～
午
後
3
時

漉
野
公
民
館

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

下
条
出
張
所

3
月
4
日

　
即
9
　
　
　
ノ

～
午
後
4
時

中
条
公
援
館

午
前
m
時

～
午
後
3
時

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
5
日

午
前
9
　
　
へ
分

～
午
後
3
時

六
箇
公
民
館

午
前
10
時

～
午
後
3
時

船
坂
作
業
所

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

川
治
公
民
館

3
同
り
6
日

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

．
高
山
公
民
館

鮎
皿
～
午
後
3
時

㍊
業
所

T　
　
　
　
．
午
前
9
時
30
分

3
月
7
日
ア
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　

万
」
困
瀦
畿
分

劇
隻
所

3
月
m
旦
午
前
田
時
　

賢
中
作
業
所

　
　
　

～
午
後
3
後

　
　
　
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
市
之
沢
作
業
所

汗
目
瀟
響
吉
田
出
張
所
・

阿
憾
課
睡

（第3種郵便物認可）昭和50年2月10日

51年度開通をめざして

　　冨設すず善♂嫉〆ン秘

　建設省上越国道事務所では、国道253号線み

坂トンネル（魚の田川地内）を総事業費8億

3，100万円で着工。工事は｛・日町側から行なわ

れ、現在113㍍ほど堀り進んでいますが、地質

が悪く側壁導抗工法を採用し、工事を進めて

います。

　み坂トンネルは延長873㍍、幅員7㍍、歩道っ

きで、昭和51年8月完成を予定しています。

　十日町～堀ノ内町を結ぶこのトンネルが完

成しますと、国道252号線柏崎～会津若松間の

時間距離は大幅に短縮されることになります。

　昭和50年8月完成予定の、み坂トンネル工事は

現在急ピッチに進められています。

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十

七
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
．

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
手
引

き
」
な
ど
参
考
と
し
て
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
告
相
談
や
税
金
の
還
付
を
受

け
る
方
は
お
早
め
に
お
で
か
け
く
だ

さ
い
．

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

三
地
区
を
指
定

、
羅
舞
本
Ω
謬

　
身
分
関
係
や
相
続
関
係
、
あ
る
い
は
海
外
渡
航
の
際
の
国
籍
証
明
な
ど

に
、
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
は
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
謄
本
あ
る
い
は
抄
本
は
、
本
籍
地
の
役
場
に
請
求
し
ま
す
が
、
郵
便
で

も
請
求
す
る
こ
と
が
で
さ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
手
数
料
は
現
金
書
留
か
定

額
小
為
替
で
送
金
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
謄
本
、
抄
本
の
手
数
料
は
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
七
十
円
で
す
。

ま
た
、
本
籍
、
筆
頭
者
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
す

る
と
、
戸
籍
が
み
つ
か
ら
ず
謄
、
抄
本
が
作
成
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分

の
戸
籍
の
本
籍
と
筆
頭
者
を
ま
ち
が
わ
ず
に
書
い
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市
農
村
地
域
工
業
導
入
実
施
計
画

　
市
で
は
、
農
村
地
域
工
業
導
入
促

進
法
に
基
づ
く
、
十
日
町
市
農
村
地

域
工
業
導
入
実
施
計
画
に
つ
い
て
、

去
る
十
一
月
二
十
日
、
市
農
村
地
域

工
業
導
入
対
策
審
議
会
（
竹
内
茂
会

長
）
の
答
申
を
得
て
、
県
の
地
域
指

定
の
申
請
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
理
由

　
優
良
農
地
を
確
保
し
、
既
成
農
地

の
生
産
基
盤
を
整
備
、
拡
大
す
る
た

め
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
と
同

時
に
省
力
化
を
す
す
め
、
浮
い
た
余

剰
労
力
を
地
場
産
業
と
競
合
し
な
い

中
高
年
令
男
子
雇
用
型
新
規
産
業
に

向
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
場
産

業
の
保
全
育
成
を
図
る
と
同
時
に
、

農
業
の
近
代
化
や
土
地
基
盤
整
備
等

に
よ
っ
て
生
ず
る
余
剰
労
働
力
や
出

稼
ぎ
者
に
家
庭
か
ら
就
業
で
き
る
場

を
与
え
、
市
街
地
と
農
村
部
、
農
業

と
工
業
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
内
三
カ
所
を
農
村
工
業
導
入

　
地
区
に

　
地
区
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
自

然
的
地
域
の
特
性
か
ら
①
集
落
の
散

在
状
況
②
道
路
交
通
綱
の
整
備
状
況

③
降
雪
に
よ
る
冬
期
通
勤
圏
域
設
定

④
余
剰
労
働
力
の
確
保
な
ど
各
種
要

因
を
考
慮
し
、
市
之
沢
地
区
、
水
沢

新
宮
地
区
、
吉
田
山
谷
地
区
を
選
定

し
た
も
の
。
な
お
用
地
は
、
十
日
町

地
域
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
す

る
予
定
で
す
。

　
導
入
工
業
の
業
種
規
模
等

　
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に
導
入
予

定
の
業
種
、
規
模
等
は
つ
ぎ
の
と
お

り
e
す
が
、
い
ず
れ
も
、
労
働
力
の

確
保
面
で
地
場
産
業
と
競
合
を
生
じ

な
い
中
高
年
令
男
子
型
企
業
の
導
入

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　
吉
田
地
区
は
、
市
街
地
内
の
染
色

企
業
を
移
転
し
、
染
色
排
水
に
よ
る

水
質
汚
濁
等
公
害
の
防
止
を
は
か

り
、
市
之
沢
、
新
宮
地
区
は
、
公
害

発
生
の
恐
れ
の
な
い
成
長
性
と
安
全

性
の
あ
る
企
業
を
導
入
．
ま
た
、
導

入
工
場
の
建
設
及
び
増
築
の
場
合
、

市
と
公
害
防
止
協
定
を
結
び
公
害
の

未
然
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
公
給
領
収
証
を
受
け

　
と
つ
て

　
み
な
さ
ん
が
、
飲
食
店
や
旅
館
等

を
利
用
す
る
と
、
十
響
の
料
理
飲
食

等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、

一
定
金
額
以
下
（
別
表
）
の
飲
食
や

宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
店
で
は
、
税
金
を
受
け
取
っ
た
し

る
し
に
公
給
領
収
証
を
渡
し
ま
す
の

で
、
必
ず
受
け
取
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

区
　
　
　
分

免
税
点

料
理
店
、
バ
ー
　
キ
ャ
バ
レ

ー
な
ど

な
　
　
し

昼
間
飲
食
店
に
類
す
る
場
所

と
し
て
認
定
さ
れ
る
料
理
店

　
人
一
回

千
二
百
円

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊

一
人
一
泊

二
千
四
百
円

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
休
憩
及
び

飲
食
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回

千
一
．
百
円

（第3種郵便物認可）昭和50年2月10日とおゴ『夢豊（3）

数遍蘇・・輪
　今冬の降雪は、最近に例のないドカ雪となり、積雪は
2月1日現在、すでに市街地で200cm（林業試験場調べ）を

超えました・市では市役所市民相談室（一階）に雪害対
策本部を設置するなど、市民生活に万全な体制でのぞ
んでいます。また県や市の除雪隊、あるいは民間委託除
雪車輌は、道路の除雪作業に大活躍しています。

　　　ヨロ　ぬア
三輪孝義さん（高田町一

＼

認
げ
レ
嚢
ノ
4
／

　
冬
季
の
道
路
交
通
確
保
に
つ
と
め
て

い
る
、
市
役
所
除
雪
隊
に
つ
い
て
、
十
日

町
地
区
流
雪
溝
運
営
協
議
会
長
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
三
輪
孝
義
（
高
田
町
一
）

さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
除
雪

隊
の
一
日
を
見
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
・

　
市
役
所
除
雪
隊

寒
さ
と
た
た
か
い
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
前
三
時
出
動
…
…
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
市
役
所
建
設
課
を
中
心
に
結
成
さ

れ
、
隊
員
は
総
勢
十
四
名
。
そ
の
半
数
の
七
名
が
交
替
で

連
日
、
道
路
交
通
の
確
保
に
活
躍
し
て
い
ま
す
．

き
び
し
い
明
日
が
待
ぞ
い
る

○
　
　
　
　
　
　
半
　
早
朝
の
除
雪

　
　
　
　
　
　
時
作
業
夕
終
え
た

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
前
隊
員
達
が
帰
る

　
　
　
　
　
　
午
8

　
　
　
　
　
　
　
頃
、
今
夜
泊
り

議
爆
！

　隷継．　　　　…．．藤灘翻醐闘階『

除雪隊は、午前3時頃から出動し、市民の足の確保
に活躍。

寒風のなかロータリー車による排雪作業は続く一。

込
み
を
す
る
七
名
の
隊
員
が
出
勤
し

て
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
昼
の
作
業
で
す
。
自
動

車
が
く
る
た
び
に
除
雪
作
業
を
中
断

し
、
除
雪
車
は
道
路
端
に
待
避
し
ま

す
。
誘
導
員
は
、
自
動
車
や
歩
行
者

夕
誘
導
し
た
り
　
雪
の
穴
に
落
ち
た

車
を
押
し
て
や
っ
た
り
．
作
業
は
夕

が
た
ま
で
続
け
広
れ
ま
す
、

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
中
働
い

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
5
て
く
れ
た
車
を

　
　
　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
午
洗
い
、
日
記
を

　
　
　
　
　
　
　
書
き
、
今
目
の

作
業
は
終
了
で
す
．
夕
食
を
済
ま
せ

午
後
八
時
頃
に
な
る
と
、
明
朝
三
時

出
動
の
た
め
、
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

床
に
つ
き
ま
し
た
、
あ
す
も
無
事
故

で
頑
張
ろ
～
。
○

　
　
　
　
　
　
半
　
咋
夜
か
ら
泊

　
　
　
　
　
　
塒
り
込
ん
で
い
た

　
　
　
　
　
　
前
隊
員
は
、
す
っ

　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
か
り
制
服
に
身

を
か
た
め
、
除
雪
車
の
点
検
を
は
じ

点検作業は入念に

め
ま
し
た
．
ス
ノ
ー
プ
ロ
ー
（
雪
を

の
け
る
鉄
の
羽
根
）
を
動
か
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
除
雪
が
進
む
よ
う
機
械
の

調
子
を
確
認
し
ま
す
。

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
出

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
B
動
で
す
。

　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
午
　
エ
ン
ジ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
音
が
つ
め
た
い

空
気
を
ゆ
る
が
し
ま
す
。
除
雪
車
は

黄
色
の
回
転
灯
を
光
ら
せ
な
が
ら
、

暗
や
み
の
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線

に
消
ぞ
て
い
き
ま
す
、

　
暗
や
み
を
つ
い
て

　
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む

　
除
雪
車
は
．
ぐ
ん
ぐ
ん
作
業
を
進

め
、
幹
線
と
枝
線
の
分
岐
点
は
、
自

動
車
か
曲
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
左

右
の
角
切
り
を
し
、
と
τ
ろ
ど
こ
ろ

自
動
車
の
交
換
場
所
を
つ
ぐ
り
ま
す

車
あ
り
前
進
不
能

路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

○
　
　
　
　
　
　
時
　
順
調
に
走
。

　
　
　
　
　
　
崩
て
い
た
ブ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
午
i
ザ
が
止
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
自
家

用
自
動
車
が
駐
車
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
道
幅
が
た
ら
ず
前
進
で
き
ま
せ

ん
，
や
む
を
得
ず
、
除
雪
し
た
道
を

バ
ヅ
ク
で
す
、
あ
と
数
メ
ー
ト
ル
で

広
い
道
路
に
つ
な
が
る
場
所
で
し
た

　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が
走
っ
て
き

て
、
駐
車
違
反
警
告
書
を
貼
り
、
ナ

ソ
バ
ー
を
ひ
か
え
ま
す
。

①
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ
そ
ろ
佼

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
6
明
け
の
時
刻
で

　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
午
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
乳
屋
や
新

聞
配
達
の
人
た
ち
が
通
り
は
じ
め
ま

し
た
。
玄
関
前
の
雪
を
か
た
ず
け
る

人
も
い
ま
す
。○

　
　
　
　
　
　
半
　
作
業
を
終
え

　
　
　
　
　
　
時
た
隊
員
達
が
帰

　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
ム
リ

　
　
　
　
　
　
有
っ
て
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
広
朝

食
で
す
。
み
ん
な
お
う
盛
な
食
欲
を

午
前
四
時
。
路
上
駐
車
は
困
り

ま
す
。
（
錦
町
地
内
）

見
せ
て
い
ま
す
。
午
前
八
時
三
十
分

は
、
も
う
す
ぐ
。
交
替
の
隊
員
の
足

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

㌧

市では、なだれ危険箇所、通学迂回路
の査察を行ないました。

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
ド
力
雪
で
な
だ
れ
が
発
生
し
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
児

童
、
生
徒
の
登
下
校
の
際
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
除
雪
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
駐
車

中
に
除
雪
車
な
ど
に
よ
る
破
損
を
生

じ
て
も
責
任
は
も
て
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

自
家
用
車
の
運
行
自
粛

　
冬
期
は
、
路
面
が
悪
く
交
通
渋
滞

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
自
家
用
車
の

運
行
は
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

火
気
に
ご
注
意
を

　
雪
囲
い
な
ど
ぐ
窓
が
ふ
さ
が
れ
ま

す
。
避
難
口
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

な
お
道
路
の
状
態
か
ら
消
防
自
動
車

が
入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
相
当
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
火
気
に
は
ご
注

意
願
い
ま
す
。

建
物
の
早
期
除
雪
を

踏
切
り
事
故
に
ご
注
意

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
除
雪
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

ぐ

く
だ
詩
い
。
や
む
を
得
ず
路
上
へ

雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側
へ
積
み
上

け
て
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
。
こ
ど

も
等
は
絶
対
近
寄
ら
せ
な
い
で
。



、
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市
G
民
晶
革
告
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税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
や
私
達
の
健

康
や
生
活
を
守
る
社
会
保
障
な
ど
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
計
算
の
基
と

な
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
も
な
り
ま
す
o

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
の

「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」
は
、
二
月

中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
三
月
十
五
日
ま
で

に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
嘱
託
員
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
ご
不
明
の
点

は
、
申
告
相
談
会
場
へ
お
い
で
く
だ

き
る
か
税
務
課
（
含
七
ー
一
三
一
一

番
、
有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
会
場
を
設
置

　
こ
れ
ま
で
は
、
嘱
託
員
会
議
で
書

き
方
等
の
説
明
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
と
し
か
ら
、
つ
ぎ
の
日
程
で

申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
．
書
き
方

等
ご
不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り

の
会
場
で
相
談
の
上
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

市
・
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表
弓

月
　
　
日

　
　
　

時
　
問
ユ

　
　
　
　
　

場
　
　
　
所

　
　
　
L

…
2
月
冒

皿
～

午
前
9
晩

2
月
28
日

至
白
曙
除
≦
　
　
　
～

3
月
1
2
日
　
　
　
　
　
　
市
　
　
役

　
～
　
午
後
4
時

3
月
1
4
日

所

　
　
　
午
前
9
時

3
月
1
5
日

　
　
　
～
正
午

た

月
　
　
日

時
　
　
閏

場
　
　
　
所

3
月
3
日

　
I
l

～
午
後
3
時

漉
野
公
民
館

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

下
条
出
張
所

3
月
4
日

　
即
9
　
　
　
ノ

～
午
後
4
時

中
条
公
援
館

午
前
m
時

～
午
後
3
時

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
5
日

午
前
9
　
　
へ
分

～
午
後
3
時

六
箇
公
民
館

午
前
10
時

～
午
後
3
時

船
坂
作
業
所

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

川
治
公
民
館

3
同
り
6
日

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

．
高
山
公
民
館

鮎
皿
～
午
後
3
時

㍊
業
所

T　
　
　
　
．
午
前
9
時
30
分

3
月
7
日
ア
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　

万
」
困
瀦
畿
分

劇
隻
所

3
月
m
旦
午
前
田
時
　

賢
中
作
業
所

　
　
　

～
午
後
3
後

　
　
　
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
市
之
沢
作
業
所

汗
目
瀟
響
吉
田
出
張
所
・

阿
憾
課
睡

（第3種郵便物認可）昭和50年2月10日

51年度開通をめざして

　　冨設すず善♂嫉〆ン秘

　建設省上越国道事務所では、国道253号線み

坂トンネル（魚の田川地内）を総事業費8億

3，100万円で着工。工事は｛・日町側から行なわ

れ、現在113㍍ほど堀り進んでいますが、地質

が悪く側壁導抗工法を採用し、工事を進めて

います。

　み坂トンネルは延長873㍍、幅員7㍍、歩道っ

きで、昭和51年8月完成を予定しています。

　十日町～堀ノ内町を結ぶこのトンネルが完

成しますと、国道252号線柏崎～会津若松間の

時間距離は大幅に短縮されることになります。

　昭和50年8月完成予定の、み坂トンネル工事は

現在急ピッチに進められています。

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十

七
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
．

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
手
引

き
」
な
ど
参
考
と
し
て
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
告
相
談
や
税
金
の
還
付
を
受

け
る
方
は
お
早
め
に
お
で
か
け
く
だ

さ
い
．

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

三
地
区
を
指
定

、
羅
舞
本
Ω
謬

　
身
分
関
係
や
相
続
関
係
、
あ
る
い
は
海
外
渡
航
の
際
の
国
籍
証
明
な
ど

に
、
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
は
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
謄
本
あ
る
い
は
抄
本
は
、
本
籍
地
の
役
場
に
請
求
し
ま
す
が
、
郵
便
で

も
請
求
す
る
こ
と
が
で
さ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
手
数
料
は
現
金
書
留
か
定

額
小
為
替
で
送
金
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
謄
本
、
抄
本
の
手
数
料
は
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
七
十
円
で
す
。

ま
た
、
本
籍
、
筆
頭
者
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
す

る
と
、
戸
籍
が
み
つ
か
ら
ず
謄
、
抄
本
が
作
成
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分

の
戸
籍
の
本
籍
と
筆
頭
者
を
ま
ち
が
わ
ず
に
書
い
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市
農
村
地
域
工
業
導
入
実
施
計
画

　
市
で
は
、
農
村
地
域
工
業
導
入
促

進
法
に
基
づ
く
、
十
日
町
市
農
村
地

域
工
業
導
入
実
施
計
画
に
つ
い
て
、

去
る
十
一
月
二
十
日
、
市
農
村
地
域

工
業
導
入
対
策
審
議
会
（
竹
内
茂
会

長
）
の
答
申
を
得
て
、
県
の
地
域
指

定
の
申
請
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
理
由

　
優
良
農
地
を
確
保
し
、
既
成
農
地

の
生
産
基
盤
を
整
備
、
拡
大
す
る
た

め
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
と
同

時
に
省
力
化
を
す
す
め
、
浮
い
た
余

剰
労
力
を
地
場
産
業
と
競
合
し
な
い

中
高
年
令
男
子
雇
用
型
新
規
産
業
に

向
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
場
産

業
の
保
全
育
成
を
図
る
と
同
時
に
、

農
業
の
近
代
化
や
土
地
基
盤
整
備
等

に
よ
っ
て
生
ず
る
余
剰
労
働
力
や
出

稼
ぎ
者
に
家
庭
か
ら
就
業
で
き
る
場

を
与
え
、
市
街
地
と
農
村
部
、
農
業

と
工
業
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
内
三
カ
所
を
農
村
工
業
導
入

　
地
区
に

　
地
区
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
自

然
的
地
域
の
特
性
か
ら
①
集
落
の
散

在
状
況
②
道
路
交
通
綱
の
整
備
状
況

③
降
雪
に
よ
る
冬
期
通
勤
圏
域
設
定

④
余
剰
労
働
力
の
確
保
な
ど
各
種
要

因
を
考
慮
し
、
市
之
沢
地
区
、
水
沢

新
宮
地
区
、
吉
田
山
谷
地
区
を
選
定

し
た
も
の
。
な
お
用
地
は
、
十
日
町

地
域
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
す

る
予
定
で
す
。

　
導
入
工
業
の
業
種
規
模
等

　
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に
導
入
予

定
の
業
種
、
規
模
等
は
つ
ぎ
の
と
お

り
e
す
が
、
い
ず
れ
も
、
労
働
力
の

確
保
面
で
地
場
産
業
と
競
合
を
生
じ

な
い
中
高
年
令
男
子
型
企
業
の
導
入

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　
吉
田
地
区
は
、
市
街
地
内
の
染
色

企
業
を
移
転
し
、
染
色
排
水
に
よ
る

水
質
汚
濁
等
公
害
の
防
止
を
は
か

り
、
市
之
沢
、
新
宮
地
区
は
、
公
害

発
生
の
恐
れ
の
な
い
成
長
性
と
安
全

性
の
あ
る
企
業
を
導
入
．
ま
た
、
導

入
工
場
の
建
設
及
び
増
築
の
場
合
、

市
と
公
害
防
止
協
定
を
結
び
公
害
の

未
然
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
公
給
領
収
証
を
受
け

　
と
つ
て

　
み
な
さ
ん
が
、
飲
食
店
や
旅
館
等

を
利
用
す
る
と
、
十
響
の
料
理
飲
食

等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、

一
定
金
額
以
下
（
別
表
）
の
飲
食
や

宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
店
で
は
、
税
金
を
受
け
取
っ
た
し

る
し
に
公
給
領
収
証
を
渡
し
ま
す
の

で
、
必
ず
受
け
取
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

区
　
　
　
分

免
税
点

料
理
店
、
バ
ー
　
キ
ャ
バ
レ

ー
な
ど

な
　
　
し

昼
間
飲
食
店
に
類
す
る
場
所

と
し
て
認
定
さ
れ
る
料
理
店

　
人
一
回

千
二
百
円

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊

一
人
一
泊

二
千
四
百
円

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
休
憩
及
び

飲
食
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回

千
一
．
百
円

（第3種郵便物認可）昭和50年2月10日とおゴ『夢豊（3）

数遍蘇・・輪
　今冬の降雪は、最近に例のないドカ雪となり、積雪は
2月1日現在、すでに市街地で200cm（林業試験場調べ）を

超えました・市では市役所市民相談室（一階）に雪害対
策本部を設置するなど、市民生活に万全な体制でのぞ
んでいます。また県や市の除雪隊、あるいは民間委託除
雪車輌は、道路の除雪作業に大活躍しています。

　　　ヨロ　ぬア
三輪孝義さん（高田町一

＼

認
げ
レ
嚢
ノ
4
／

　
冬
季
の
道
路
交
通
確
保
に
つ
と
め
て

い
る
、
市
役
所
除
雪
隊
に
つ
い
て
、
十
日

町
地
区
流
雪
溝
運
営
協
議
会
長
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
三
輪
孝
義
（
高
田
町
一
）

さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
除
雪

隊
の
一
日
を
見
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
・

　
市
役
所
除
雪
隊

寒
さ
と
た
た
か
い
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
前
三
時
出
動
…
…
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
市
役
所
建
設
課
を
中
心
に
結
成
さ

れ
、
隊
員
は
総
勢
十
四
名
。
そ
の
半
数
の
七
名
が
交
替
で

連
日
、
道
路
交
通
の
確
保
に
活
躍
し
て
い
ま
す
．

き
び
し
い
明
日
が
待
ぞ
い
る

○
　
　
　
　
　
　
半
　
早
朝
の
除
雪

　
　
　
　
　
　
時
作
業
夕
終
え
た

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
前
隊
員
達
が
帰
る

　
　
　
　
　
　
午
8

　
　
　
　
　
　
　
頃
、
今
夜
泊
り

議
爆
！

　隷継．　　　　…．．藤灘翻醐闘階『

除雪隊は、午前3時頃から出動し、市民の足の確保
に活躍。

寒風のなかロータリー車による排雪作業は続く一。

込
み
を
す
る
七
名
の
隊
員
が
出
勤
し

て
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
昼
の
作
業
で
す
。
自
動

車
が
く
る
た
び
に
除
雪
作
業
を
中
断

し
、
除
雪
車
は
道
路
端
に
待
避
し
ま

す
。
誘
導
員
は
、
自
動
車
や
歩
行
者

夕
誘
導
し
た
り
　
雪
の
穴
に
落
ち
た

車
を
押
し
て
や
っ
た
り
．
作
業
は
夕

が
た
ま
で
続
け
広
れ
ま
す
、

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
中
働
い

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
5
て
く
れ
た
車
を

　
　
　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
午
洗
い
、
日
記
を

　
　
　
　
　
　
　
書
き
、
今
目
の

作
業
は
終
了
で
す
．
夕
食
を
済
ま
せ

午
後
八
時
頃
に
な
る
と
、
明
朝
三
時

出
動
の
た
め
、
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

床
に
つ
き
ま
し
た
、
あ
す
も
無
事
故

で
頑
張
ろ
～
。
○

　
　
　
　
　
　
半
　
咋
夜
か
ら
泊

　
　
　
　
　
　
塒
り
込
ん
で
い
た

　
　
　
　
　
　
前
隊
員
は
、
す
っ

　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
か
り
制
服
に
身

を
か
た
め
、
除
雪
車
の
点
検
を
は
じ

点検作業は入念に

め
ま
し
た
．
ス
ノ
ー
プ
ロ
ー
（
雪
を

の
け
る
鉄
の
羽
根
）
を
動
か
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
除
雪
が
進
む
よ
う
機
械
の

調
子
を
確
認
し
ま
す
。

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
出

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
B
動
で
す
。

　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
午
　
エ
ン
ジ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
音
が
つ
め
た
い

空
気
を
ゆ
る
が
し
ま
す
。
除
雪
車
は

黄
色
の
回
転
灯
を
光
ら
せ
な
が
ら
、

暗
や
み
の
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線

に
消
ぞ
て
い
き
ま
す
、

　
暗
や
み
を
つ
い
て

　
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む

　
除
雪
車
は
．
ぐ
ん
ぐ
ん
作
業
を
進

め
、
幹
線
と
枝
線
の
分
岐
点
は
、
自

動
車
か
曲
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
左

右
の
角
切
り
を
し
、
と
τ
ろ
ど
こ
ろ

自
動
車
の
交
換
場
所
を
つ
ぐ
り
ま
す

車
あ
り
前
進
不
能

路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

○
　
　
　
　
　
　
時
　
順
調
に
走
。

　
　
　
　
　
　
崩
て
い
た
ブ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
午
i
ザ
が
止
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
自
家

用
自
動
車
が
駐
車
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
道
幅
が
た
ら
ず
前
進
で
き
ま
せ

ん
，
や
む
を
得
ず
、
除
雪
し
た
道
を

バ
ヅ
ク
で
す
、
あ
と
数
メ
ー
ト
ル
で

広
い
道
路
に
つ
な
が
る
場
所
で
し
た

　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が
走
っ
て
き

て
、
駐
車
違
反
警
告
書
を
貼
り
、
ナ

ソ
バ
ー
を
ひ
か
え
ま
す
。

①
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ
そ
ろ
佼

　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
6
明
け
の
時
刻
で

　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
午
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
乳
屋
や
新

聞
配
達
の
人
た
ち
が
通
り
は
じ
め
ま

し
た
。
玄
関
前
の
雪
を
か
た
ず
け
る

人
も
い
ま
す
。○

　
　
　
　
　
　
半
　
作
業
を
終
え

　
　
　
　
　
　
時
た
隊
員
達
が
帰

　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
ム
リ

　
　
　
　
　
　
有
っ
て
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
広
朝

食
で
す
。
み
ん
な
お
う
盛
な
食
欲
を

午
前
四
時
。
路
上
駐
車
は
困
り

ま
す
。
（
錦
町
地
内
）

見
せ
て
い
ま
す
。
午
前
八
時
三
十
分

は
、
も
う
す
ぐ
。
交
替
の
隊
員
の
足

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

㌧

市では、なだれ危険箇所、通学迂回路
の査察を行ないました。

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
ド
力
雪
で
な
だ
れ
が
発
生
し
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
児

童
、
生
徒
の
登
下
校
の
際
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
除
雪
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
駐
車

中
に
除
雪
車
な
ど
に
よ
る
破
損
を
生

じ
て
も
責
任
は
も
て
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

自
家
用
車
の
運
行
自
粛

　
冬
期
は
、
路
面
が
悪
く
交
通
渋
滞

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
自
家
用
車
の

運
行
は
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

火
気
に
ご
注
意
を

　
雪
囲
い
な
ど
ぐ
窓
が
ふ
さ
が
れ
ま

す
。
避
難
口
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

な
お
道
路
の
状
態
か
ら
消
防
自
動
車

が
入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
相
当
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
火
気
に
は
ご
注

意
願
い
ま
す
。

建
物
の
早
期
除
雪
を

踏
切
り
事
故
に
ご
注
意

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
除
雪
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

ぐ

く
だ
詩
い
。
や
む
を
得
ず
路
上
へ

雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側
へ
積
み
上

け
て
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
。
こ
ど

も
等
は
絶
対
近
寄
ら
せ
な
い
で
。



へ
帖
略

（4）とお』「夢お

（
告
示
第
五
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日

町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公

表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
二
月
一
日

　
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

訳内の税市

歳出性質別分析表
　　　　　　健位力円）

　投資的経費　　　　　　　　　　　経

29％　　　　　　　　　　　　　　常

　　　普轟鰍費人件費
　　　　　　　　　　9億5，768

歳
入
　
四
〇
億
二
、
八
六
〇
万
円
稿
箆
墜

昭和49年度一般会計予算（4g．12。31現在）

歳
出
四
〇
億
モ
八
六
〇
万
円

市税の内訳
その他28，330　7％
1分樹孟及ひ餅蟄21

その他32，1668％
｛簡ユ曾9り

税　　目 税額 構成 市民1人当り 1世帯当り

諸収入28，024　7％ 消防費20，385　5％ 市町村民税 69，20昭 56 13，713円 60，320円
県支出盆　17，543　4％ 公債費18，805　5％ 固定資産税 35，888 29 7，111 31，281
謹　　金　　130響3　　3％ 農林水麟費26，667　7％
市　　債21，695　6％ 軽自動車税 1，453 288 1，266

国庫支出金52，857i3％
衛生費36，638　9％

1
7

総務費50，03312％

市可村たばこ消費税 8，979 1，779 7，826

地方鮒税II7，23729％

電気ガス税 5，033 4 997 4，387

民生　費73，01718％
木材引取税 27 一 5 24

都市計画税 3，509 3 695 3，059

教育費67，87717％

特別土地保有税 66 一 13 57

由　　税124，16131％

計 124，161 100 24，601 108，220

土木費77，27219％
橘
成
比
忽 市債の状況

　　1學Q㍉円1

そのイ也

1β9，072

i9吋 昂工1置

　　　　　　　　　　　　　凹旺。冗閃　9億5，768　経

辮翔　　目膠継額24％　質
・麟　　4縢聯義・6。％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採助費
　　　縁出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4f患8，864

　　　　8，242　その他　　　融賂　12％
　　　　　2％　　　　　　　　4憶9，931
　　　　　、1韻　 日％　　　　12％
　　　　　1聖◎8，802

　　　　　　　5％　　　　雄持痛鷹費3％
　　　　　　　貸付含
　　　　　　　曝，姻　　　　　1億919
　　　　　　　　3％

市有財産の状況特別会計予算状況

土　　　地 14，768，422㎡

建　　　物 105，108㎡

基金、公社債 3，102万円

市債の状況
　1學Q㍉円1

　
螂
％

鳶

∠
　　　　そのイ也　　　　　　　　　＼
　　　　β9，072
　　　　13％　　　　　　　　　　　瓢
　　　　　　尉噂
辺地対箒　　　　　一β3、03

々燃　　　9％
鶴、7　．　　　峨白
　4％　㍉中土融　市債総額
・吊復1　　　　　　　　　6可書2，000
－4鐸4！33・77014働，Ol9万円

　　　　29％　轍雌1　42％
1土木　　　　＿、．　　　　ノ

塾千 《∫、莇、・肉了奪
2“2、0～8　15％

31σ722

＼21〆，

第3種郵便物認可）昭和50年2月10日

一般会計執行状況

会　計　名 予　算　額

国民健康保険 71，058万円

診　　療　　所 3，544

簡　易　水　道 8，117

計 82，719

（
執
行
率
6
7
％
）

（
収
入
率
7
2
％
）

二
六
億

八
、
七
三
六

　
　
万
円

支
出
済
額

二
九
億

　
ー
ハ
四
万
門

耶
入
斉
額

四
〇
億
二
、
八
六
〇
万
円

十

月
末
予
算

三
四
億
七
、
〇
九
〇
刀
円

㍉
初
予
算

　　＝　二＝
一　一　■一

＝…

　昭和48年度の決算状況をおしらせします。
昭和48年度のおもな施行事業は、塩素漏洩警報装置
と塩素保管庫の築造その他妻有町地内ほか配水管布
設工事、道路改良に伴う本町西線配水管布設替工事、
消火栓新設工事4基を行ないました。
　これらの工事費27，644，800円は、起債2，500，000円
負担金3，693，300円。その他21．451，500円は自己資金

で行ないました。
　業務については、給水人口31，187人となり、前年
度比1，392人の増で普及率は97．5％と増加しました・

昭和48年度給水業務量の状況
（昭和48年4月1日より昭和49年3月31日まで）

区　　　分 日召和48年度 昭和47年度 増（△）減 上ヒ率

給水　戸　数（戸） 7，153 6，881 272 103．9
給　水　人　口（人） 31，187 29，795 1，392 104．7

年間使用水量（㎡） 2，942，807 2，545，202 397，605 115．6
一日最大使用水量（㎡） 16，407 15，258 1，149 107．5

一日平均使用水量（㎡） 8，062 6，973 1，089 115．6

一戸当年間使用水量（ゴ） 411 369 42 111．3

単位円

　　　昭和48年度決算状況
昭和48年度水道事業損益計算書
（昭和48年4月1日より昭和49年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 62，045，550

営業外収益 1，903，183

合　　計 63，948，733

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 122，046，762

営業外収益 5，606，350

合　　計 127，653，112

　　　用

　金　　額

　76，873，455

　22，039，820

　98，913，275

　28，739，837

127，653，112

　　　費
科　　 目

営業費用
営業外費用
ノ」・　　計

当年度純利益

合　　計

単位円

昭和48年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和49年3月31日現在）

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 8，078，598

流動負，債 10，489，598

資　本　金 432，380，039
剰　余　金 54，414，196

合　　計 505，362，431

　金　　額
468，502，106

　35，478，565

　　1．381．760

　　資
科　 目

固定資産
流動資産
繰延勘定

合　 計　言十　　　　505，362，431　　　　　台　　　　青†　　　　505，」6Z，451

昭和48年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　　（昭和49年12月12日譲決）　　　　　　　　単位Fl

i年度未処分利益剰余金　　　　　　　．　29，043，899

り益剰余金処分額
）減債積立金　　　 5，000，000

：）建設改良積立金（予算討上済）20，000・00025，000，000

翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　生鵬」鐙a

　　昭和49年度上期損益計算書
　　　（昭和49年4月1日から昭和49年9月30日まで）　　　単位円

益
処
金
金
益

∞㎜
繍
年
益
減
建
年

当
利
D
勿
翌

1
2
　
　
　
　
3

金　　額

46，864，260

11，169，136

58，033，396

　5，915，337

63．948．733

　　費
科　 目

営業費用
営業外費用
／』・　計

純利益
合　 計

単位FI

昭和49年度上期貸借対照表
　　　（昭和49年9月30日現在）

負債及び資本
科　　　目 額

固定負債 8，078，598

流動負債 5，394，970

資　本　金 453，662，699
剰　余　金 54，414，196

純　利　益 5，915，337

合　　計 527，465，800

　金　　額

506，641，014
　17，834，026

　　2，990，760

527，465，800

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科
　
　
固
流
繰

計合

第3種郵便物認可）昭和50年2月10日

とおガ歩お（5）

彦縄灘捧灘
i戦議．ザ
…
’
つ 一げ蔓　．．際　　【’コ曹す歳 　

老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
は
、
現
在
六
十

歳
以
上
の
老
人
七
十
名
が
入
居
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
建
物
の
一
部
を
総
事
業

費
一
億
四
百
三
十
万
円
で
増
改
築
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に
一
新

し
ま
し
た
。

，　一」“

　
こ
の
建
物
は
、
六
帖
十
四
室
、
十

二
帖
九
室
、
そ
の
ほ
か
静
養
室
、
医

務
室
寮
母
室
、
談
話
室
等
が
あ
り

全
館
温
風
暖
房
、
水
洗
便
所
（
暖
房

付
）
と
明
る
い
建
物
で
す
。
こ
れ
は

共
同
募
金
配
分
金
等
み
な
さ
ん
の
善

意
が
大
変
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
資
金
の
内
訳

　
日
動
振
（
オ
ー
ト
レ
ー
ス
）
補
助

金
五
千
五
百
三
十
一
万
円
、
県
補
助

金
千
六
百
七
十
万
円
　
社
会
福
祉
事

業
振
興
会
借
入
金
二
千
百
万
円
、
県

共
同
募
金
配
分
金
二
百
五
十
万
円
、

市
町
榊
助
成
金
八
百
五
十
万
円
、
そ

の
他
二
十
九
万
円
。

自
冶
会
活
動
も
活
発
に

老
人
達
は
、
冬
期
間
、
織
物
加
工
　
　
ど
自
治
会
活
動
も
や
っ
て
い
ま
す
。

で
使
用
す
る
新
聞
紙
の
選
別
、

ガ
ー
ゼ
の
再
生
、
造
花
作
業
な

ど
を
行
な
い
、
夜
は
、
各
部
屋

で
仲
間
ど
う
し
お
茶
を
飲
み
な

が
広
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
場
に
な
る
と
、

近
所
の
農
家
へ
農
作
業
の
手
伝

い
を
し
た
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
週

や
っ
て
ぐ
る
慰
問
団
の
余
興
等

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

盆
栽
．
手
芸
、
ぎ
の
こ
栽
培
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
踊
り
の
講
習
な

観客を華やかな幻想の世界にさまよわせた雪上カーニバル

盛
り
あ
が
っ
た
雪
ま
つ
り

　
豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
り
め
ず
、
雪
を
積
極
的
に
利

用
し
て
い
こ
う
と
い
う
市
民
の
英
知
と
努
力
が
雪
ま

つ
り
を
誕
生
さ
せ
た
：

　
こ
の
雪
ま
つ
り
は
、
い
ま
や
雪
と
織
物
の
ま
ち
を

象
徴
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
．

飲
酒
運
転
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に

十
日
町
警
察
署
公
表
の
酒
酔
い
運

転
者
氏
名

古
知
和
興
（
春
日
一
二
九
）

星
野
昭
一
（
四
日
町
新
田
一
四
一

　
　
　
　
　
一
）

　
熱
戦
を
展
開

　
　
　
国
体
ス
キ
ー
県
予
選
会

　
去
る
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
、
本
市
で
は
初
め

て
の
国
体
ス
キ
ー
県
予
選
会
が
伊
達

原
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
．

　
競
技
種
目
は
、
二
十
二
日
が
男
女

リ
レ
ー
、
二
十
三
日
が
男
子
十
五
キ
ロ

財
、
女
子
五
キ
。
規
、
二
十
四
日
が
男

子
三
十
キ
・
屑
、
四
十
キ
・
㌶
、
女
子
十

キ
ロ
耕
で
し
た
．

　
成
績
は
　
三
日
間
を
通
し
て
、
カ

ザ
マ
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
等
市
外
の
選

手
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
が
、
本
市

か
ら
出
場
し
た
選
手
も
地
元
小
学
生

等
の
応
援
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
は
、
モ
ダ
ン
な

建
物
に
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

通学路の実態調査
　国土庁、総理府、文部、建設、自治

省、警察庁の事務当局の一行は、この

ほど豪雪地帯の児童、生徒の主要通学

路確保対策の基礎資料を得るため・通

学路の現地調査を行ないました。

　↓東小学校通学路を調査する一行

・
部
屋
で
は
、
よ
も
や
ま
話
が
．

。
。
o

火災にご注意
　冬は、例年火災が多発しています。

火の元には、十分ご注意ください。

火事、救急車は　電話119番

｛
火災のお問い合わせ

一般消防用務は電話7－1555番

旧電話2－2450番は、流雪溝運営協議

会が使用しています。

　
第
二
十
六
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

八
・
九
の
両
日
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
と
し
は
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

雪
の
芸
術
作
品
・
学
童
作
品
・
ふ
る

さ
と
広
場
・
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
の
ほ

か
、
あ
ら
た
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
（
十
高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
）
も
参

加
。
　
そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
協
賛
行

事
が
行
な
わ
れ
、
文
字
通
り
市
民
ぐ

る
み
の
雪
ま
つ
り
と
し
て
、
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
観
客
を
華
や
か
な
幻
想
の

世
界
に
さ
ま
よ
わ
せ
た
「
雪
上
力
i

ニ
バ
ル
」
や
ふ
る
さ
と
情
緒
が
い
っ

ば
い
の
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
、
ち
び

っ
子
や
家
族
ぐ
る
み
の
人
達
に
喜
ば

れ
た
「
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
」
、
雪
像

の
ほ
か
節
季
市
、
民
具
展
、
伝
統
工

芸
な
ど
一
堂
に
集
ま
っ
た
コ
、
、
、
ユ
ニ

テ
ィ
ー
広
場
な
ど
好
評
で
し
た
。

　
雪
の
芸
術
作
品
も
近
年
に
な
い
盛

り
あ
が
り
か
ら
、
　
一
般
作
品
（
特
別

作
品
含
む
）
三
十
三
点
、
学
童
作
品

十
三
点
も
つ
く
ら
れ
、
雪
像
製
作
も

近
郊
地
域
の
人
達
が
参
加
し
ま
し
た

診

本
部
前
を
力
走
す
る

カ
ザ
マ
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム



へ
帖
略

（4）とお』「夢お

（
告
示
第
五
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日

町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公

表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
二
月
一
日

　
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

訳内の税市

歳出性質別分析表
　　　　　　健位力円）

　投資的経費　　　　　　　　　　　経

29％　　　　　　　　　　　　　　常

　　　普轟鰍費人件費
　　　　　　　　　　9億5，768

歳
入
　
四
〇
億
二
、
八
六
〇
万
円
稿
箆
墜

昭和49年度一般会計予算（4g．12。31現在）

歳
出
四
〇
億
モ
八
六
〇
万
円

市税の内訳
その他28，330　7％
1分樹孟及ひ餅蟄21

その他32，1668％
｛簡ユ曾9り

税　　目 税額 構成 市民1人当り 1世帯当り

諸収入28，024　7％ 消防費20，385　5％ 市町村民税 69，20昭 56 13，713円 60，320円
県支出盆　17，543　4％ 公債費18，805　5％ 固定資産税 35，888 29 7，111 31，281
謹　　金　　130響3　　3％ 農林水麟費26，667　7％
市　　債21，695　6％ 軽自動車税 1，453 288 1，266

国庫支出金52，857i3％
衛生費36，638　9％

1
7

総務費50，03312％

市可村たばこ消費税 8，979 1，779 7，826

地方鮒税II7，23729％

電気ガス税 5，033 4 997 4，387

民生　費73，01718％
木材引取税 27 一 5 24

都市計画税 3，509 3 695 3，059

教育費67，87717％

特別土地保有税 66 一 13 57

由　　税124，16131％

計 124，161 100 24，601 108，220

土木費77，27219％
橘
成
比
忽 市債の状況

　　1學Q㍉円1

そのイ也

1β9，072

i9吋 昂工1置

　　　　　　　　　　　　　凹旺。冗閃　9億5，768　経

辮翔　　目膠継額24％　質
・麟　　4縢聯義・6。％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採助費
　　　縁出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4f患8，864

　　　　8，242　その他　　　融賂　12％
　　　　　2％　　　　　　　　4憶9，931
　　　　　、1韻　 日％　　　　12％
　　　　　1聖◎8，802

　　　　　　　5％　　　　雄持痛鷹費3％
　　　　　　　貸付含
　　　　　　　曝，姻　　　　　1億919
　　　　　　　　3％

市有財産の状況特別会計予算状況

土　　　地 14，768，422㎡

建　　　物 105，108㎡

基金、公社債 3，102万円

市債の状況
　1學Q㍉円1

　
螂
％

鳶

∠
　　　　そのイ也　　　　　　　　　＼
　　　　β9，072
　　　　13％　　　　　　　　　　　瓢
　　　　　　尉噂
辺地対箒　　　　　一β3、03

々燃　　　9％
鶴、7　．　　　峨白
　4％　㍉中土融　市債総額
・吊復1　　　　　　　　　6可書2，000
－4鐸4！33・77014働，Ol9万円

　　　　29％　轍雌1　42％
1土木　　　　＿、．　　　　ノ

塾千 《∫、莇、・肉了奪
2“2、0～8　15％

31σ722

＼21〆，
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一般会計執行状況

会　計　名 予　算　額

国民健康保険 71，058万円

診　　療　　所 3，544

簡　易　水　道 8，117

計 82，719

（
執
行
率
6
7
％
）

（
収
入
率
7
2
％
）

二
六
億

八
、
七
三
六

　
　
万
円

支
出
済
額

二
九
億

　
ー
ハ
四
万
門

耶
入
斉
額

四
〇
億
二
、
八
六
〇
万
円

十

月
末
予
算

三
四
億
七
、
〇
九
〇
刀
円

㍉
初
予
算

　　＝　二＝
一　一　■一

＝…

　昭和48年度の決算状況をおしらせします。
昭和48年度のおもな施行事業は、塩素漏洩警報装置
と塩素保管庫の築造その他妻有町地内ほか配水管布
設工事、道路改良に伴う本町西線配水管布設替工事、
消火栓新設工事4基を行ないました。
　これらの工事費27，644，800円は、起債2，500，000円
負担金3，693，300円。その他21．451，500円は自己資金

で行ないました。
　業務については、給水人口31，187人となり、前年
度比1，392人の増で普及率は97．5％と増加しました・

昭和48年度給水業務量の状況
（昭和48年4月1日より昭和49年3月31日まで）

区　　　分 日召和48年度 昭和47年度 増（△）減 上ヒ率

給水　戸　数（戸） 7，153 6，881 272 103．9
給　水　人　口（人） 31，187 29，795 1，392 104．7

年間使用水量（㎡） 2，942，807 2，545，202 397，605 115．6
一日最大使用水量（㎡） 16，407 15，258 1，149 107．5

一日平均使用水量（㎡） 8，062 6，973 1，089 115．6

一戸当年間使用水量（ゴ） 411 369 42 111．3

単位円

　　　昭和48年度決算状況
昭和48年度水道事業損益計算書
（昭和48年4月1日より昭和49年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 62，045，550

営業外収益 1，903，183

合　　計 63，948，733

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 122，046，762

営業外収益 5，606，350

合　　計 127，653，112

　　　用

　金　　額

　76，873，455

　22，039，820

　98，913，275

　28，739，837

127，653，112

　　　費
科　　 目

営業費用
営業外費用
ノ」・　　計

当年度純利益

合　　計

単位円

昭和48年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和49年3月31日現在）

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 8，078，598

流動負，債 10，489，598

資　本　金 432，380，039
剰　余　金 54，414，196

合　　計 505，362，431

　金　　額
468，502，106

　35，478，565

　　1．381．760

　　資
科　 目

固定資産
流動資産
繰延勘定

合　 計　言十　　　　505，362，431　　　　　台　　　　青†　　　　505，」6Z，451

昭和48年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　　（昭和49年12月12日譲決）　　　　　　　　単位Fl

i年度未処分利益剰余金　　　　　　　．　29，043，899

り益剰余金処分額
）減債積立金　　　 5，000，000

：）建設改良積立金（予算討上済）20，000・00025，000，000

翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　生鵬」鐙a

　　昭和49年度上期損益計算書
　　　（昭和49年4月1日から昭和49年9月30日まで）　　　単位円

益
処
金
金
益

∞㎜
繍
年
益
減
建
年

当
利
D
勿
翌

1
2
　
　
　
　
3

金　　額

46，864，260

11，169，136

58，033，396

　5，915，337

63．948．733

　　費
科　 目

営業費用
営業外費用
／』・　計

純利益
合　 計

単位FI

昭和49年度上期貸借対照表
　　　（昭和49年9月30日現在）

負債及び資本
科　　　目 額

固定負債 8，078，598

流動負債 5，394，970

資　本　金 453，662，699
剰　余　金 54，414，196

純　利　益 5，915，337

合　　計 527，465，800

　金　　額

506，641，014
　17，834，026

　　2，990，760

527，465，800

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科
　
　
固
流
繰

計合
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とおガ歩お（5）

彦縄灘捧灘
i戦議．ザ
…
’
つ 一げ蔓　．．際　　【’コ曹す歳 　

老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
は
、
現
在
六
十

歳
以
上
の
老
人
七
十
名
が
入
居
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
建
物
の
一
部
を
総
事
業

費
一
億
四
百
三
十
万
円
で
増
改
築
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に
一
新

し
ま
し
た
。

，　一」“

　
こ
の
建
物
は
、
六
帖
十
四
室
、
十

二
帖
九
室
、
そ
の
ほ
か
静
養
室
、
医

務
室
寮
母
室
、
談
話
室
等
が
あ
り

全
館
温
風
暖
房
、
水
洗
便
所
（
暖
房

付
）
と
明
る
い
建
物
で
す
。
こ
れ
は

共
同
募
金
配
分
金
等
み
な
さ
ん
の
善

意
が
大
変
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
資
金
の
内
訳

　
日
動
振
（
オ
ー
ト
レ
ー
ス
）
補
助

金
五
千
五
百
三
十
一
万
円
、
県
補
助

金
千
六
百
七
十
万
円
　
社
会
福
祉
事

業
振
興
会
借
入
金
二
千
百
万
円
、
県

共
同
募
金
配
分
金
二
百
五
十
万
円
、

市
町
榊
助
成
金
八
百
五
十
万
円
、
そ

の
他
二
十
九
万
円
。

自
冶
会
活
動
も
活
発
に

老
人
達
は
、
冬
期
間
、
織
物
加
工
　
　
ど
自
治
会
活
動
も
や
っ
て
い
ま
す
。

で
使
用
す
る
新
聞
紙
の
選
別
、

ガ
ー
ゼ
の
再
生
、
造
花
作
業
な

ど
を
行
な
い
、
夜
は
、
各
部
屋

で
仲
間
ど
う
し
お
茶
を
飲
み
な

が
広
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
場
に
な
る
と
、

近
所
の
農
家
へ
農
作
業
の
手
伝

い
を
し
た
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
週

や
っ
て
ぐ
る
慰
問
団
の
余
興
等

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

盆
栽
．
手
芸
、
ぎ
の
こ
栽
培
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
踊
り
の
講
習
な

観客を華やかな幻想の世界にさまよわせた雪上カーニバル

盛
り
あ
が
っ
た
雪
ま
つ
り

　
豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
り
め
ず
、
雪
を
積
極
的
に
利

用
し
て
い
こ
う
と
い
う
市
民
の
英
知
と
努
力
が
雪
ま

つ
り
を
誕
生
さ
せ
た
：

　
こ
の
雪
ま
つ
り
は
、
い
ま
や
雪
と
織
物
の
ま
ち
を

象
徴
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
．

飲
酒
運
転
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に

十
日
町
警
察
署
公
表
の
酒
酔
い
運

転
者
氏
名

古
知
和
興
（
春
日
一
二
九
）

星
野
昭
一
（
四
日
町
新
田
一
四
一

　
　
　
　
　
一
）

　
熱
戦
を
展
開

　
　
　
国
体
ス
キ
ー
県
予
選
会

　
去
る
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
、
本
市
で
は
初
め

て
の
国
体
ス
キ
ー
県
予
選
会
が
伊
達

原
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
．

　
競
技
種
目
は
、
二
十
二
日
が
男
女

リ
レ
ー
、
二
十
三
日
が
男
子
十
五
キ
ロ

財
、
女
子
五
キ
。
規
、
二
十
四
日
が
男

子
三
十
キ
・
屑
、
四
十
キ
・
㌶
、
女
子
十

キ
ロ
耕
で
し
た
．

　
成
績
は
　
三
日
間
を
通
し
て
、
カ

ザ
マ
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
等
市
外
の
選

手
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
が
、
本
市

か
ら
出
場
し
た
選
手
も
地
元
小
学
生

等
の
応
援
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
は
、
モ
ダ
ン
な

建
物
に
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

通学路の実態調査
　国土庁、総理府、文部、建設、自治

省、警察庁の事務当局の一行は、この

ほど豪雪地帯の児童、生徒の主要通学

路確保対策の基礎資料を得るため・通

学路の現地調査を行ないました。

　↓東小学校通学路を調査する一行

・
部
屋
で
は
、
よ
も
や
ま
話
が
．

。
。
o

火災にご注意
　冬は、例年火災が多発しています。

火の元には、十分ご注意ください。

火事、救急車は　電話119番

｛
火災のお問い合わせ

一般消防用務は電話7－1555番

旧電話2－2450番は、流雪溝運営協議

会が使用しています。

　
第
二
十
六
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

八
・
九
の
両
日
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
と
し
は
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

雪
の
芸
術
作
品
・
学
童
作
品
・
ふ
る

さ
と
広
場
・
雪
ま
つ
り
ラ
ソ
ド
の
ほ

か
、
あ
ら
た
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
（
十
高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
）
も
参

加
。
　
そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
協
賛
行

事
が
行
な
わ
れ
、
文
字
通
り
市
民
ぐ

る
み
の
雪
ま
つ
り
と
し
て
、
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
観
客
を
華
や
か
な
幻
想
の

世
界
に
さ
ま
よ
わ
せ
た
「
雪
上
力
i

ニ
バ
ル
」
や
ふ
る
さ
と
情
緒
が
い
っ

ば
い
の
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
、
ち
び

っ
子
や
家
族
ぐ
る
み
の
人
達
に
喜
ば

れ
た
「
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
」
、
雪
像

の
ほ
か
節
季
市
、
民
具
展
、
伝
統
工

芸
な
ど
一
堂
に
集
ま
っ
た
コ
、
、
、
ユ
ニ

テ
ィ
ー
広
場
な
ど
好
評
で
し
た
。

　
雪
の
芸
術
作
品
も
近
年
に
な
い
盛

り
あ
が
り
か
ら
、
　
一
般
作
品
（
特
別

作
品
含
む
）
三
十
三
点
、
学
童
作
品

十
三
点
も
つ
く
ら
れ
、
雪
像
製
作
も

近
郊
地
域
の
人
達
が
参
加
し
ま
し
た

診

本
部
前
を
力
走
す
る

カ
ザ
マ
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム



帖
筋
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国
土
利
用
計
画
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
、
十
二
月
二
十
四
目
か
ら
、

地
価
の
安
定
と
国
土
の
計
画
的
な
利

用
を
は
か
る
土
地
対
策
を
基
本
と
し

た
国
土
利
用
計
画
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
土
利
用
計
画
法
の
あ
ら
ま
し

ω
国
土
の
計
画
的
な
利
用
を
計
る
た

　
め
、
そ
の
も
と
に
な
る
利
用
計
画

　
を
定
め
る
と
と
も
に
国
土
利
用
計

　
画
に
も
と
づ
い
て
土
地
の
使
い
方

　
及
び
土
地
利
用
の
混
乱
を
防
ぎ
正

　
し
く
望
ま
し
い
土
地
利
用
を
進
め

　
る
た
め
の
基
本
計
画
を
定
め
、
こ

　
れ
に
従
っ
て
土
地
利
用
が
見
ら
れ

　
る
こ
と
。

㈲
急
激
な
地
価
の
値
上
が
り
及
び
土

　
地
の
役
機
的
取
引
、
大
量
買
占

選噸．

屡

蕪
辮
繊

靹
織
暫

勲
纏
勝

繍
棚
鱗
酷

蘇
〆
藷
恥

　
め
、
乱
開
発
に
よ
る
自
然
環
境
の

　
破
壊
等
を
防
止
す
る
と
と
も
に
望

　
ま
し
い
土
地
利
用
を
図
る
た
め
土

　
地
の
取
引
を
規
制
す
る
こ
と
。

斜
遊
ん
で
い
る
土
地
を
公
共
の
福
祉

　
優
先
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
活
用

　
す
る
た
め
の
手
続
き
を
定
め
た
こ

　
と
o

　
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地

　
取
引
は
届
出
が
必
要

　
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地
の

売
買
な
ど
契
約
を
す
る
と
き
は
、
売

る
人
も
買
う
人
も
土
地
の
売
買
な
ど

の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た

届
書
を
市
長
を
通
じ
て
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
の
場
合
．
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
で
五
千
平
方
層
以

上
、
そ
の
他
の
地
区
で
一
万
平
方
麿

以
上
が
届
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
届
出
を
し
な
い
で
土

地
の
売
買
な
ど
の
契
約
を
し
た
り
、

偽
り
の
届
出
を
し
た
場
合
は
六
ヵ
月

習旨2
　池中月
　　　の
優田曾条休

2医7病日の　　の
2院3院救
喬糖急
1西8一医
番1番

以
上
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
開
発
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
5
0
年
度
市
奨
学

　
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
　
市
内
に
三
年
以
上

居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
、
学

業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
も

の
。
　
な
お
　
貸
与
の
対
象
は
高
等
学
校

及
び
高
等
専
門
学
校
（
貸
与
月
額

三
千
円
）
短
大
及
び
大
学
（
貸
与
月

額
六
千
円
）
に
在
学
中
ま
た
は
進
学

希
望
者
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
二

月
末
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
、
市

内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
の
検
査
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

　
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
届
出
済

証
の
届
出
年
月
日
に
よ
り
検
査
の
期

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
、
検
査
を
受
け
な
い

で
使
用
す
る
と
法
令
違
反
と
な
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
、
お
互
い
の
安

全
と
公
害
防
止
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

　
検
査
の
期
限
等
、
く
わ
し
く
は
、

も
よ
り
の
軽
自
動
車
販
売
店
、
整
備

工
場
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
選
挙
早
わ
か

　
り
」
を
斡
旋

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
と
し

の
地
方
選
に
備
え
「
地
方
選
挙
早
わ

か
り
」
を
斡
旋
し
ま
す
。

　
購
入
希
望
者
は
、
市
選
管
事
務
局

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
斡
旋
価
格
　
一
冊
五
百
五
十
円

　
保
育
所
入
所
児
童
を
再
募
集

　
十
日
町
保
育
所
（
三
歳
以
上
児
）

十
日
町
幼
児
園
（
未
満
児
）
、
各
若

干
名
　
印
鑑
登
録
の
切
替
を

　
49
年
3
月
31
日
以
前
に
登
録
し
た

印
鑑
は
登
録
の
切
替
え
が
必
要
で
す

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
3
月
31
日

ま
で
に
市
民
課
窓
口
、
各
出
張
所
へ

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
金
子
賢
（
香
典
返
し
）
…
…
五

万
円
▽
村
山
直
子
…
千
四
百
五
十

三
円
▽
村
山
透
…
三
二
千
円
▽
村
山

浩
…
…
千
円
▽
春
日
由
三
…
…
三
千

円
▽
匿
名
…
り
千
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…
－
五

千
二
十
六
円
▽
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ

肌
二
＝
．
．
紅
．
忘
ポ
．
な
く

　
　
今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料
…

…
の
納
期
で
す
。

ー
ク
ラ
ブ
…
－
二
万
千
五
百
五
十
七

円
▽
中
条
中
学
校
生
徒
会
　
・
四
千

二
百
円
▽
十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
協
会
…
四
万
円
▽
田
村
泰
一
郎

…
…
一
万
円
▽
村
山
兼
吉
…
…
千
四

百
二
十
五
円
▽
高
野
信
一
…
…
七
百

三
十
円
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
…
，

二
万
二
千
三
百
円
▽
丸
山
康
之
…
…

二
千
円
▽
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
…
－
三
万
二
百
二
十
一
円

…
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」

　
り
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
年
二
月
一
日
　
十
日
町
地
域
広
墳
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
　
春
　
日
　
由
　
三

　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

況
靴
　
　
　
　
　
　
　
鞭

状
　
　
　
　
　
　
　
　
況

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状

執
御
　
　
　
　
　
　
の

算
現
　
　
　
　
　
　
　
　
債

予
旧
　
　
　
　
　
　
　
合

唾
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

口
万
月

計
1
2
会
眸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
別
負
担
金
状
況

　
　
　
度
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

鬼
　
　
　
　
　
　
嚇
讃

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
診
5

和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
臆
4

昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
1
2
殉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
成

会計名 予算額 収入済額収入率 支出済額 執行率

一般会計 44，600 27，223 61％ 34，469 77％

姶福祉センター

特別会計 1，016 931 92 588 58

と畜場事業

特別会計 1，765 1，719 97 1，327 7
計 47，381 29，873 63 36，384 77

（
告
示
第
一
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
の
規

定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
　
　
　
　
　
、
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表

　
　
　
　
　
黙

　
　
ウ

　
　
　
　
坐

　
　
O

“　
　
　
　
漏

職
．
萄
篭

今
軍
ぢ

3
＜
豆
熔

％
蜘
h

幾
あ
て

お
＆
α
よ

豆
も
志
・
～
隙

　
　
　
　
＼

　
　
　
曾
』

　
　
　
婁
㌧

　　　母働〆Q楓

6今三　　　／外亀

燃、虜5
）4臆0
4広　“

虫
し
Φ
，
り
は

～
よ
う
ど

寮
数
存

　
　
　

3
3
は
す
よ

　
　
　
　
　
“

弘
ぶ
は
．

芝
儀
！

使
マ
』
は

　
　
　
　
　
　
4

う
3
う
辱
　
　
卸

　
　
　
　
　
　
　
ロ

窪
む
　
“
た

亀
～
ね
．
－僑

　
　
　
　
　
叱
罫

何
も
9
　
陸

峯
こ
ま
で
…

組合財産の状況

4，242㎡

110万円

市町村

から借地

建物

基金
公社債

土地

総合福祉センター

建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
3，680

消防庁舎
建設事業

5，100

計 13，080

村
4
％

里
2

4
8

中
乳

藻
嚇ノ

膨
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　恒例の押しあいまつりは、去る3日夜7時から

少年の部で幕をあけ、夜8時半から青年達がもみあいました。

　サンヨサンヨのかけ声と、寒気をついてもみあう少年や若

者達で会場の来迎寺の境内は、熱気と興奮につつまれました・


